
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名 事業名・内容 採択額(円) 

総合型地域スポーツクラブ 

高士地区体育協会 

〈ニュースポーツの普及事業〉 

地域住民の体力の維持と団結を図るため、幼児から高齢者

まで参加できるニュースポーツに必要な備品を整備し、各種

行事において普及を促進する。 

258,000 

高士小学校区青少年健全育

成協議会 

〈高士地区住民による児童の安全見守り活動事業〉 

児童の安全・安心の確保や健全育成を図るため、パトロー

ルに必要な物品を整備し、登下校時に見守り活動を行う。 

201,000 

合計 459,000 

令 和 3 年 9 月 発 行 

発行：高士区地域協議会 

《第３9 号》 

地域活動支援事業は、私たちの地域をもっと住みやすく、もっと元気にするために、地域の

皆さんが行う『まちづくり活動』を支援する制度です。高士区では、配分額の 490 万円に対し、

45 万 9 千円の残額が生じていたため、追加募集を行ったところ、2 件、補助希望総額 47 万 7

千円の提案がありました。 

地域協議会では、提案団体からの事業説明を聞いた後、質 

疑応答を行い、採点などによる審査を行いました。その結果、 

2 件の事業について、合計 45 万 9 千円を採択し、今年度の審 

査を終了しました。 

高士区のさまざまな団体が、コロナに負けず頑張って活動さ 

れていますので、地域の皆さんの応援、ご協力をよろしくお願 

いします!! 

裏面もご覧ください。 

採択事業（追加募集分） 

○ 配分額（予算額） 490 万円 

○ 採択額      490 万円（当初募集：444 万 1 千円、追加募集：45 万 9 千円） 

○ 採択件数     9 件(当初募集 7 件、追加募集 2 件) 

○ 特定事業※     2 件（当初募集 1 件、追加募集 1 件） 

今年度の地域活動支援事業の最終結果 

▲提案団体からの事業説明の様子 

（9/9㊍） 

※特定事業とは…地域協議会が定める募集テーマに適合すると審査において判断された事業。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思い 

・区外から人が集まる場所になってほしい 

・地域の憩いの場にしたい 

・若い世代に残したい  など 

検討方法 

・他地区の事例の現状を調査する（運営上の課題はあるか） 

・専門家にアドバイスをもらう 

・行政からの支援の範囲を確認する 

・市の福祉計画とも照らし合わせ、広い視野で活用策を考える 

・ポジティブシンキング（既存の概念にとらわれず、思い切ったアイデアも

出してみる）  など 

課題 

・水道や電気、トイレ等のライフラインの整備が必要 

・財政面の裏付けがない 

・維持管理が非常に困難  など 

活用策 

【広場・公園】 

・グラウンドゴルフができる広場 

・子どもたちが遊べる広場 

【イベント・活動】 

・地区合同のさいの神や夏祭り（単独町内では実施が困難となっているため） 

【施設】 

・老人ホームや保育園等（雇用が生まれることで人口増につながる） 

・スケートボードの練習場やマウンテンバイクのコース 

【その他】 

・岩の原葡萄園等の企業による活用 

・宅地利用  など 

上越市 中部まちづくりセンター（上越市木田１－１－３ 木田第２庁舎 3 階） 

ＴＥＬ：５２６－１６９０ ／ ＦＡＸ：５２０－５８５３ ／ Ｅ-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

お問い合わせ先 <庁舎を移転しました> 

▲意見交換の様子（8/25㊌） 

 高士区地域協議会では、旧高士スポーツ広場（旧高

士中学校跡地）の活用による地域活性化について話し

合っています。8 月には高士地区の町内会長の皆様と

意見交換を実施し、下記のとおり様々なご意見やアイ

デアをいただきました。 

 高士区にとってよりよい活用ができるように、引き

続き、地域の皆様と連携しながら、議論を進めていき

ます。 

■町内会長との意見交換会を開催しました 

■様々なご意見やアイデアを頂きました 

10/1(金)には、地域の皆さんを対象とした意見交換会を行います。 

旧高士スポーツ広場の活用に関するご意見をお待ちしております。 

当日参加も可能ですので、詳しくは下記先へお問い合わせください。 

 


